
田んぼに植えられた稲が夏を目前に力強さを増し、

梅雨空を押し上げるかのような勢いで緑のじゅうたん

がより一層拡がりを見せてくれています。日本の農村

風景の原点は、やはり水田のある風景だと感じます。

「いよいよサミット参加者募集開始」
棚田サミットの開催が 4 ヶ月後に迫る中、いよいよ

今月中旬よりサミット参加者の募集が始まります。

参加を希望される方は、下記サミット事務局もしく

は、町 HP より申込用紙を印刷・必要事項をご記入の上、サミット事務局までお申し込み下さい。

（当日の飛び入り参加は出来ませんので、ご注意下さい。）

「分科会の内容をご紹介」
サミット初日（11 月 8 日）には、基調講演、事例発表の後、次の 4 つの分科会に分かれ、それぞれの

テ－マに沿った討議が行われます。1．「棚田と文化的景観保全のあり方、取り組み」2．「梯田（ていでん）

（棚田・段々畑：条件不利地域における土地利用）の意義と保全」3．「棚田保全活動を契機とする地域活性化・

地域づくり」4．「学生ボランティアと地域による棚田保全への取り組み」となっております。　詳しくは、

町 HP へ 7 月中旬掲載のサミットパンフレットをご覧頂くか、サミット事務局までお問い合わせ下さい。

第19回
全国棚田（千枚田）サミット

11/8 金 → 9 土

【問い合わせ先】
全国棚田（千枚田）サミット有田川町実行委員会事務局
有田川町役場 清水行政局 産業振興室 産業班
℡（0737）52-2111（代）
有田振興局 地域振興部 農地課 指導 G
℡（0737）64-1265

三田地区蔵王権現からあらぎ島を望む

サミット通信【Vol.6】

（過去のサミットで開催された分科会）
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